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い程度に充たしている。 
さて、論文には主題の如何を問わず充たすべきもう一つの要件がある。オリジナリティーである。むろん
本論文のすべての部分がオリジナルであるわけではない。ゼロからすべてを自作することはそもそも不可能
であり、ナンセンスでもあるからである。したがって本論文は目的に応じて先行研究の提供する概念や見解
に言及する。ただし本論文はそれらを単に提示、紹介するわけではない。そうではなくて、それらを分析し
たり、展開したり、明確化したり、批判したり、擁護したり、修正したり、組み合わせたり、新たな対象に
適用したりして、その理論構築の素材として使用している。この利用の仕方に本論文のオリジナリティーが
存する。 
例としてここでは本論文の提示する理論の中核部のオリジナリティーを一つだけ挙げる。タイトルが示す
ように、本論文はビデオゲームにおける意味作用を扱うが、その際、虚構世界だけでなく、ビデオゲームを
構成するもう一つの面であるゲームメカニクスについても意味作用という観点を導入している。これは本論
文のオリジナリティーである。二面における意味作用というこの構図は、本論文の6割を占める第2部の意味
作用の理論の基本構造を与えると同時に、その枠組を特殊なものに適用する第3部の諸章の基本図式にもな
っている。その意味で本論文の中核に位置する。むろんゲームメカニクス、意味作用という概念自体は必ず
しも申請者のオリジナルではない。しかしゲームメカニクスをビデオゲームにおけるインタラクションの対
象として焦点化し、それを意味作用の対象として虚構世界と並列させることは、従来なされていない。つま
りこれらの概念をこの仕方で組み合わせて理論を構築したことは申請者のオリジナリティーの一つである。
そしてこのオリジナリティーの持つ価値は大きい。なぜならそれは、例えばフィクションの意味作用とゲー
ムメカニクスの意味作用の相互関係を主題化する視座を構築するなど、理論的生産性に富む理説であるから
である。 
以上、ビデオゲームについてのすぐれた理論を提示するものとして高い価値を持つ論文である。したがっ
て博士学位を認定する十分な根拠となる。 
